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Ø 機体諸元
主翼　：1,490mm
胴体　：1,110～1,115mm
重量　：245g（リポ2セル300mAhの場合の参考値）
重心　：70mm(主翼前縁より)

Ø  販売元
有限会社ボーダック HOBBYNET 埼玉県吉川市道庭１－１１－３
048-984-4307 info@hobbynet-jp.com
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p 付属品
主翼１枚（左右一体型）、ペグ
ポッドと一体の胴体１本、キャノピー
尾翼（水平尾翼、垂直尾翼）、水平尾翼取り付け台
ホーン類（エルロンホーン２個、ラダーホーン１個、エレベーターホーン１個）
皿ネジ（主翼用２本、尾翼用２本）
リンケージロッドセット（エルロン用２本、尾翼用２本）

１．付属品
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p 組み立てに必要なパーツ（別途購入品）
小型受診機（４ch以上）
マイクロサーボ（KST　X08N等）4個
バッテリー（1セル～２セルの300mAh程度の小型リポ等）と受信機接続用ケーブル
リンケージパーツ（スプリング式に変更する場合には、スプリングに使用するアコーステッィクギターの2弦や釣
り糸、テトラ製のリンケージワイヤー等が必要）
メカプレートのバルサ（長さ11cm、幅2cm、厚さ３mm程度）

p 工具
カッター、ハンドリューター、やすり、ドリル（0.5mm、0.8mm）、マスキングテープ（幅20mm）、
　ストラップ2本、瞬間接着剤、エポキシ系接着剤（5分タイプ、30分タイプ）

２．組み立てに必要なパーツや工具
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p 尾翼取り付け台の加工
画像にあるように動翼が取り付け台にあたるため、その部分をカットする必要があります。
エレベーターを3mmの皿ネジで取り付け台に固定します。
水平尾翼の動翼が当たる部分にマスキングテープを貼り、カットするラインの書きこみます。
一旦、水平尾翼を外し、カットラインに沿ってルーター等でカットします。
カットした部分にはエレベーターホーンが入ることになります。
ワイヤーリンケージの場合には、エレベーターホーンをセンターからずらして取り付ける方法もあります。

３．水平尾翼の組み立て
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p エレベーターホーンの取り付け部の加工
水平尾翼を取り付け台に取り付け、先ほど加工した穴のセンター部にホーン取り付け位置を記入します。
エレベーターホーンの先端に穴をあけますが、リンケージに付属のピアノ線を使う場合には0.5mm、スプリン
グ式の場合には一旦0.8mm程度の穴をあけて、右側の画像のように溝をつけます。
接着剤の付きをよくするために、エレベーターホーンの足部分の表面をやすりで軽く削ります。
エレベータ動翼のホーン取り付け部分をカッターナイフで切り取りますが、表面が残るように注意深く削ってく
ださい。

３．水平尾翼の組み立て
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p エレベーターホーンの取り付け
5分タイプのエポキシ接着剤にカーボンパウダーを混ぜ込みます。カーボンパウダーは主翼に取り付けるペグ

の余分な部分を削ったものを使います。
エレベーターホーンを取り付ける溝に接着剤を塗り込み、ホーンを取り付けたらマスキングテープをすぐにはが

します。画像のにようにフィレット状になるように取り付けてください。
接着剤が乾いたら水平尾翼を取り付け台にネジ留めして、エレベーターホーンがセンターに取り付けられて

いるか確認してください。
以降、ラダーやエルロンのホーン取り付けもこのような接着方法で行います。

３．水平尾翼の組み立て
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p ラダーホーンの取り付け
ラダーホーンの取り付け方法はエレベーターホーンと全く同じですが、取り付ける面を逆にしないように注意し
てください。

p ポッド取り付け部の加工
垂直尾翼の取り付け部にはフォームが残っていますので、削り取る必要があります。
表面に穴が開かないように注意しながらルーターや、やすり等できれいに削り取ってください。
ポッドの入る長さが短いので奥までしっかり削るようにしてください。

４．垂直尾翼の組み立て
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p テール部の加工
テーパー状の胴体は少し長めになっているため１～２cmカットしますが、個体差があると思いますので、ラ
ダーの取り付け穴のサイズも考慮してカットする長さを決めてください。ノーズ先端からラダー後端まで
1,110mmが基本です。
カットしすぎると胴体が太くなり垂直尾翼の取り付け穴に入らなくなりますので注意してください。
カットしたら胴体端部は垂直尾翼にしっかり入るように先端分を画像のように加工してください。
エレベーターのリンケージを取り付け台の内側にセットする場合には縦長の穴をあけます。
胴体にマスキングテープを貼り、水平尾翼取り付け台を仮付けして長さ3～４cmの線をケガキます。
ケガキ線に沿ってルーター等で縦長の穴をあけますが、幅２mm程度になるように広げます。

５．尾翼の取り付け
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p 垂直尾翼と水平尾翼の取り付け
水平尾翼を取り付け台にネジ留めし、ストラップ2本で胴体に仮止めします。
主翼を皿ネジ2本で胴体に固定し、テーブルなどの水平な台の上に背面に置き、水平尾翼の取り付け位

置を決め、瞬間接着剤で固定します。
カーボンパウダーを混ぜたエポキシ系の接着剤を少量塗り込み、垂直尾翼を取り付けます。
テール部分が１g重くなるとノーズ側に5gの重り（バラスト）を搭載することになりますので、軽量化を心

がけつつ、強度にも配慮してください。

５．尾翼の取り付け
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p ペグの加工
ペグは画像にあるよう薄くテーパー状に加工します。
ランチで抜けないように接着剤の溜まり部も加工します。

p ペグ取り付け部の加工
ペグの取り付け位置をケガキします。エルロンのヒンジラインから5mmの位置に取り付けます。

６．主翼ペグの取り付け
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p ペグの取り付け
ペグが入るようにケガキ線に沿って主翼の中のフォームをかき出します。
主要の表面や裏面にキズが付かないように注意してください。
ペグが所定の位置に入るようになったら、カーボンパウダーを混ぜたエポキシ系接着剤を用意します。
接着剤がはみ出すくらいの量の接着剤を使用します。
はみ出た接着剤はアルコールを付けた布等できれいに拭い取ります。

６．主翼ペグの取り付け
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p メカプレートの取り付け
メカ室は緩やかな曲線状になっていますので、サーボを取り付けるためのメカプレートを用意します。
長さ11cm,幅2cm,厚さ3mm程度のバルサを用意し、片面をポッド部のカーブに合わせて整形します。
サーボを取り付ける面には塗装をするか、画像のように薄いカーボンシート等を貼ることをお薦めします。
バルサとの接着をよくするために、ポッドの内側を紙やすり等で削ります。
ポッドにメカプレートをカーボンパウダーを混ぜたエポキシ系接着剤で取り付けます。
メカプレートの表面にテープを貼り付けます。

７．メカプレートの取り付け
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p サーボのニュートラルとサーボホーンの加工
サーボはメカプレートに接着するため、接着してからサーボホーンの位置を変更することが出来なくなります。
接着する前にサーボテスター等でニュートラル位置を正確に設定しておいてください。

p サーボホーンの加工
サーボホーンの一番内側か長くても2番目の穴を使用しますので、それ以外の余分な部分はニッパーや

ルーターできれいにカットしておいてください。
エルロンホーン２個は、ブレーキのための大きな動作角を確保するために、機体の後方側に１ノッチ分ず
らしたところに取り付けます。
サーボ交換をすることを想定するばあには、4サーボの躯体全体をマスキングテープで覆います。

８．サーボの事前設定
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p エルロンホーンの取り付け
エルロンホーンに0.8mmの穴をあけます。
エルロンの中央（胴体）側にマスキングテープを貼り、端部から2mm程度の位置にエルロンホーンを取り
付ける位置をケガキします。
エレベーターホーンの時と同じようにカッターや、やすりを使ってホーンが入る部分を加工します。
左右の取り付け穴を加工したら、エルロン用リンケージのピアノ線を左右のエルロンホーンに差し込み、両者
が対称な位置関係になるように固定します。
エルロンホーンの穴の位置がヒンジラインより２～３mm後方になる位置に取り付けます。
カーボンパウダーを混ぜた5分タイプのエポキシ系接着剤でエルロンホーンを取り付け、すぐにマスキングテー
プをはがします。

９．主翼のリンケージ
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p エルロンリンケージパイプ用の穴加工
主翼を胴体に取り付け、主翼と同じ位置にマスキングテープを貼ります。
エルロンがニュートラルな位置で動かないように固定してから、胴体にエルロンホーンの穴の位置、そこから

ノーズ方向に36mm、その前後に各8mmの位置に印をつけます。
胴体の上面から7mmの位置に線をケガいて、16mm幅の部分にエルロンロッドが通る穴を加工します。
使用するサーボのサイズで微妙に位置が変わると思いますので、最初から16mm幅の穴をあけずに、

10mm程度から徐々に広げるようにしてください。
エルロンロッドのパイプが入るように幅を広げながら、穴の長さを伸ばしていきます。

９．主翼のリンケージ

36mm
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p エルロンリンケージパイプの取り付け
エルロンリンケージ用のパイプを胴体に接着します。
画像のように周囲にマスキングテープを貼り、パイプの位置を決めたら瞬間接着剤で仮止めします。
パイプは胴体に対して斜めに取り付けますが、4枚目の画像のようにエルロンホーンより少し外側になるような

位置に固定します。
カーボンパウダーを混ぜた5分タイプのエポキシ系接着剤を塗り、すぐにマスキングテープを外します。

９．主翼のリンケージ
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p エルロンサーボとリンケージロッドの取り付け
エルロン用のサーボにサーボホーン、ホーン抜け止めネジ、リンケージロッドを取り付けます。
この時、サーボホーンは1ノッチ分、テール方向にずらしてあることを再確認してください。
左右のエルロン用サーボはエポキシ系の接着剤で固定します。
接着剤が乾いたら、図のようにエルロンホーンの位置でロッドを外側に曲げ、5mm程残してカットします。
エルロンロッドをホーンに差し込みながら主翼を胴体に取り付けます。
エルロントリムの微妙なずれは送信機側のサブトリムで補正しておきます。

９．主翼のリンケージ
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p スプリング方式にする場合の加工
尾翼のリンケージをスプリング方式にする場合について説明します。本キットに付属のピアノ線でリンケージす

る場合、この加工は不要です。
スプリングにはアコースティックギターの２弦として使われる0.16～0.18インチのスチール弦が便利です。
図のようにギター弦を15mm＋40mm＋15mmのコの字に加工したもの2本、ポリイミドパイプ20mmを

4本用意します。
ホーンを中心に固定翼側と動翼側に0.8mm程度の穴をあけ、そこにポリイミドパイプを差し込み、瞬間接

着剤で固定し、余分な部分をニッパー等でカットします。
ポリイミドパイプにコの字加工したスプリングをねじりながらゆっくり差し込み、完全に入ったら瞬間接着剤で固

定します。エレベーターも同じ加工をします。

10．尾翼のリンケージ
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p ラダーリンケージ
ラダーサーボとエレベーターサーボにサーボホーン、抜け止めネジを取り付け、メカプレートに接着します。
ラダーのリンケージ出口に0.8mmの穴をあけ、ポリイミドパイプを通します。
ポリイミドパイプにリンケージ用のワイヤー（テトラ製のＳサイズ等）を通し、ラダーホーンに取り付けます。
サーボのニュートラルを出しておいてから、サーボ側も同じようにワイヤーを固定します。
スプリング式の動翼をニュートラルにするにはマスキングテープで固定しておくと便利です。

10．尾翼のリンケージ
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p エレベーターリンケージ
ラダーのリンケージと基本的には全く同じです。
ただし、エレベータは皿ネジで脱着が可能ですので、外した時にワイヤーが胴体内に入り込まないようにする

ために画像にあるように5cm程度のあそびを加工します。
エレベーターホーンは画像のように取り付け台内にホーンが収まります。
画像はエレベーターがニュートラルな状態です。
エレベーターがダウンの場合はホーンは取り付け台の内側に入り、ほとんど見えなくなります。

10．尾翼のリンケージ
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p抜け止め防止の加工
キャノピーには抜け止め防止として、画像のようにカーボンの薄い棒状の板を取り付ける方法がありますが、

必ず必要というものではありません。
※キャノピーは画像のものと異なり、カーボン製ではありません。
pキャノピーの固定方法
セロテープなどで固定する方法、画像のように3～４cmのヒシチューブで取り付ける方法等があります。
p尾翼リンケージパイプの固定方法
尾翼用のリンケージパイプを胴体内に固定するには、ピアノ線を入れた状態で胴体内に通し、外側からマグ

ネットで位置を決め、前後から瞬間接着剤を流すと良いでしょう。

11．キャノピーの加工他
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p重心の設定
本機の重心は主翼の前縁から70mm程度から最適な位置を設定してください。
ノーズにバラストを搭載するには、小さな鉄球や釣りに使う鉛等を活用してください。
ハンドランチグライダーに限らず飛行機にとって重心は大変重要で、本機の場合、１gの差が飛行特性に大

きく影響してきます。

12．重要バランス

1３．メカ設定
p舵角の設定
各動翼の動作量（翼端での距離）は以下の数値を参考に、各自の好みに合わせて調整してください。
ラダー　　　 ：左右各16～17mm
エレベーター：上下各11～12mm
エルロン     ：アップ12mm、ダウン15mm
pモード別の設定
ランチモード   :エルロン２mmアップ＋ラダー１mm右
スピードモード :エルロン1～３mmアップ
クルーズモード：エルロントリムゼロ
サーマルモード：エルロン1～3mmダウン
ブレーキモード：エルロン27～30mmダウン＋エレベーター4～5mmダウン



24

1３．メカ設定
p双葉製プロポの設定例
初心者の方のために双葉のT12Kを参考に設定例をご紹介します（舵角は前ページを参照）。
プロポ設定の前提条件として、ランチモードはスイッチSF、モード切替はスイッチSGを使います。
サーボの回転方向やサブトリム、エンドポイント等の基本設定は各自で設定してください。
チャンネル設定： ファンクション機能で以下のように設定します。
　　　　　　　　　　　　1ch：エルロン左／AIL
　　　　　　　　　　　　2ch：エレベーター／ELE
　　　　　　　　　　　　3ch：エルロン右／AIL2
　　　　　　　　　　　　4ch：ラダー／RUD
コンディションの設定：ランチモードを最優先（一番下に設定）とし、ランチモードはスイッチはSFを使用
コンディションの設定：スピード⇔クルーズ⇔サーマルの切り替えはスイッチSGを使用
トリムミックスの設定：スピード、クルーズ、サーマルの３モード別にAIL（左）,AIL2（右）を設定
バタフライの設定（ブレーキ）：1ページ：AIL（左ダウン）、AIL2（右ダウン）を設定
バタフライの設定（ブレーキ）：2ページ：ELE（エレベーターダウン）を設定
バタフライの設定（ランチ） 　：1ページ：AIL（左）、AIL2（右）を０％に設定
エルロンディファレンシャルの設定：アップ側80％、ダウン側100％
フェイルセーフの設定：ラダーとエルロンを右ないしは左方向に、エレベーターをダウンに入れ、万一ノーコンに

なった場合に機体が遠方に行かないように設定します。
上記の設定を基本値として、テストフライトを繰り返し行い、最適なセッティングを探してください。
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pお問い合わせ
本機はカーボンを多用した本格的なＦ３Ｋの機体です。
加工や機体のセッティングは経験者の指導や各種サイト等の情報を参考にして

ください。
本組み立て説明書に記載している基本的な事項でご不明な点があればホビー

ネットまでお問い合わせください。

連絡先：有限会社ボーダック HOBBYNET事業部
埼玉県吉川市道庭１－１１－３　048-984-4307　
 info@hobbynet-jp.com


